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概要 
「数学史を数学教育に利用しようという計画は、戦前には、かなり具体的なところまで進

められていた。ところが戦後は、めまぐるしい科学技術の進歩発展に即応する数学教育の

研究のかげにかくれてほとんどかえりみないままとり残されている。」と片野善一郎氏は

1964 年に述べている。この状況は問題解決がとなえられる今日においてもあまり変わって

いないと言えよう。数学史の利用の有効性を感ずる筆者にとっては、残念な状況である。

このような状況を鑑みて数学史の利用を考える時、数学教育おける数学史の利用の意義と

その利用法および実践について今日的な視野から再考察する必要があると考える。本稿で

は、その試みの端緒として、数学史利用に関する新たな視点を諸説をふまえて設定し、そ

の実践的な可能性を検討する。 
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